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調査の概要 

＜調査の目的＞ 

本村では、平成２９年度に「人権教育・啓発推進計画」の策定を目指し取り組んでおりま

す。本調査は広く人権問題に関する村民の意識の現状を把握し、人権施策を推進するうえで

の基礎資料を得ることを目的としています。 

 

＜調査の概要＞ 

■調査方法 

① 調査地域：弥彦村全域 

② 調査対象：満１８歳以上の男女１，０００ 人を住民基本台帳の中から無作為に抽出 

③ 実施方法：郵送による調査票配布、回収 

④ 調査期間：平成２８年１０月１日（土）から１０月２１日（金）まで 

 

■回収結果 

調査時期 調査対象 有効回答者数 有効回答率 

平成２８年１０月 １，０００人 ４６０人 ４６．０％ 

 

 

回答者の属性 

 性別は、「女性」が５５．９％、年齢は６０歳代が２３．９％で最も高くなっています。 

 

■性別           ■年齢 

 男性１９４人 女性２５７人          

性別不明 9人               

 

 

 

男性

42.2%
女性

55.9%

無回答

2.0%

n=460

 

7.8 10.4 15.4 15.2 23.9 14.6 10.2

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=460

18歳～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

70歳代 80歳以上 無回答 a

１８歳～２０歳代 ３６人   ３０歳代 ４８人 

４０歳代 ７１人      ５０歳代 ７０人 

６０歳代 １１０人     ７０歳代 ６７人 

８０歳代以上 ４７人    年齢不明 １１人 

 



１ 人権全般について 

■人権に対する関心 

 人権に対する関心は、「少し関心がある」が 

42.2％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

■人権が侵害された経験の有無 

 人権が侵害された経験がある人は25.0％（１１５人）、ない人は58.5％（２６９人）となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.3%

42.2%

20.7%

2.6%

4.3%

0.9%

関心がある

少し関心がある

あまり関心がない

関心がない

わからない

無回答

0.0 20.0 40.0 60.0n=460

■基本的人権が守られているか 

 基本的人権※については、「だいたい守られている」

が 53.3％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

9.1%

53.3%

20.7%

4.3%

11.1%

1.5%

守られている

だいたい守られている

あまり守られていない

守られていない

わからない

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%n=460

※ 基本的人権とは、人間が人間らしい生活をするうえで、生まれながらにしてもっている 

権利で、日本国憲法によって保障されたものをいいます。平等権、自由権（思想・表現の

自由・身体の自由など）、社会権（生存権、労働基本権、教育を受ける権利など）などの

権利があります。 

 

 

ある

25.0%

ない

58.5%

わからない

14.8%

無回答

1.7%

n=460



■人権が侵害された経験とは 

 人権が侵害された経験のある方１１５人に聞いたところ、「あらぬうわさ、悪口、かげ口」が最も高

く、次いで「仲間はずれ」、「職場での不当な待遇」及び「パワーハラスメント」と続いています。 

 

 

 

■人権が侵害された時の対応 

 人権が侵害された時「身近な人に相談」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

53.0%

38.3%

33.9%

33.9%

25.2%

16.5%

14.8%

10.4%

10.4%

9.6%

5.2%

4.3%

3.5%

2.6%

1.7%

0.0 30.0 60.0

あらぬうわさ、悪口、かげ口

仲間はずれ、いやがらせ

職場で不当な待遇

パワーハラスメント

名誉や信用を傷つけられたり、侮辱をされた

プライバシー侵害

悪臭・騒音等の公害被害

ドメスティックバイオレンス

なんとなく

その他の人権侵害

結婚に際して差別的待遇

就職に際して差別的待遇

セクシュアル・ハラスメント

性別、国籍、人種、民族などの差別的扱い

答えたくない

n=115

63.3%

30.7%

19.1%

18.7%

14.1%

9.1%

8.9%

2.0%

2.0%

2.2%

8.3%

0.0 30.0 60.0 90.0

身近な人に相談

相手に抗議

誰にも相談せず我慢

新潟県や弥彦村に相談

警察に相談

法務局や人権擁護委員に相談

弁護士に相談

有力者に相談

ＮＰＯなどの民間団体に相談

その他

わからない

n=460



■関心のある人権問題 

 関心のある人権問題は、「障がいのある人」が最も高く、次いで「子ども」、「高齢者」、「女性」、「イ

ンターネット上」と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.4%

43.7%

42.2%

38.0%

36.3%

20.9%

20.4%

13.5%

10.7%

10.7%

10.0%

10.0%

8.5%

8.0%

7.8%

3.9%

1.1%

8.0%

5.7%

0.0 30.0 60.0

障がいのある人

子ども

高齢者

女性

インターネット上

拉致被害者とその家族

犯罪被害者とその家族

同和地区出身者

刑を終えて出所した人

同性愛者や性同一性障害者など

エイズ患者、ＨＩＶ感染者

ホームレス状態にある人

ハンセン病患者・元患者とその家族

外国籍住民など

新潟水俣病患者とその家族

アイヌの人々

その他

特にない

わからない

n=460



２ 女性の人権について 

■人権が尊重されていないと感じる行為 

「男女の固定的な意識を押しつけること」が47.8％で最も高く、次いで「職場における男女の待遇

が違うこと」が40.7％となっています。 

 

 

■人権を守るために必要なこと 

 「男女ともに、働きながら家事や育児・介護などができる環境を充実する」が52.4％で最も高く、

次いで「男女平等に関する学校教育、社会教育、家庭教育を充実する」が36.7％となっています。 

 

 

47.8%

40.7%

26.5%

21.5%

20.4%

14.6%

13.0%

12.4%

1.1%

6.7%

7.0%

0.0 30.0 60.0

男女の固定的な意識を押しつけること

職場における男女の待遇が違うこと

セクシュアル・ハラスメントを受けること

結婚、妊娠、出産、不妊などについて干渉されること

親しい関係にある男性からの暴力を受けること

メディアでわいせつな情報が流れること

方針を決める時に女性の意見を聞かないこと

援助交際をふくむ売春、買春行為があること

その他

特にない

わからない

n=460

52.4%

36.7%

27.6%

26.1%

18.0%

17.8%

16.3%

10.0%

9.1%

5.9%

1.1%

3.5%

6.3%

0.0 30.0 60.0

男女ともに、働きながら家事や育児・

介護などができる環境を充実する

男女平等に関する学校教育、社会教育、

家庭教育を充実する

女性の人権侵害に対する相談・

支援体制を充実する

働く場で、男女を平等に扱うよう働きかける

女性が被害者となる犯罪の取り締まりを強化する

さまざまな意思決定や方針決定の場

に女性の積極的な参加を進める

保護が必要な女性のための支援体制を充実する

夫や恋人からの暴力など、女性に対する

人権侵害への救済策を充実する

女性の人権を守るための広報・

啓発活動を推進する

マスコミ等が内容に配慮する

自主的な取り組みを進める

その他

特にない

わからない

n=460



３ 子どもの人権について 

■人権が尊重されていないと感じる行為 

「親・同居者が虐待したり、無視したり、面倒をみなかったりすること」が57.4％で最も多く、次

いで「子ども同士の暴力、仲間はずれ、無視などのいじめをすること」が49.1％となっています。 

 

 

■人権を守るために必要なこと 

「子どもに対して、他人への思いやりの心を育む」が40.0％で最も高く、次いで「児童虐待やいじめ

の予防・早期発見・解決・救済策を充実する」が36.7％となっています。 

 

57.4%

49.1%

32.2%

29.6%

25.0%

17.0%

16.5%

15.0%

12.8%

1.3%

2.2%

4.1%

0.0 30.0 60.0 90.0

親・同居者が虐待したり、無視したり、

面倒をみなかったりすること

子ども同士の暴力、仲間はずれ、

無視などのいじめをすること

経済的理由で、満足な教育を

受けられない子どもがいること

いじめをしている人やいじめられている人を

見て見ぬふりをすること

親・同居者がしつけのつもりでの

体罰を与えること

性的犯罪の被害を受けること

教師や指導者等が、体罰を行ったり

不快な言動を発したりすること

暴力や性などの子どもにとって

有害な情報がたくさんあること

進学や就職等の選択で、大人が意見を

無視したり、考えを押し付けたりすること

その他

特にない

わからない

n=460

40.0%

36.7%

32.2%

32.0%

22.2%

20.2%

19.3%

18.5%

13.9%

7.8%

4.8%

1.5%

0.4%

2.0%

0.4%

4.6%

0.0 30.0 60.0

子どもに対して、他人への思いやりの心を育む

児童虐待やいじめの予防・早期発見・

解決・救済策を充実する

地域の人々が子どもへの関心を持つ

親、家族、子どものための相談・

支援体制を充実する

家族の中でお互いの人権を尊重して、

信頼関係を築く

子どもの人権に関する学校教育、

社会教育、家庭教育を充実する

満足な教育を受けられない子どもの

いる家庭に経済的な支援を行う

子どもが被害者となる犯罪の

取り締まりを強化する

教師や子どもに関わる人たちの研修会を充実し、

体罰禁止の徹底や能力・資質を向上させる

進路等で子どもの意思を尊重する

子どもの人権を守るための広報・

啓発活動を推進する

体罰禁止を徹底する

校則や規則を緩やかにする

その他

特にない

わからない

n=460



４ 高齢者の人権について 

■人権が尊重されていないと感じる行為 

「一人暮らしの高齢者が安心して生活できるような支援が不十分なこと」が43.5％で最も高く、次

いで「悪徳商法や詐欺による高齢者の被害が多いこと」が38.3％となっています。 

 
 

■人権を守るために必要なこと 

「高齢者が自立して生活しやすい環境を整備する」が43.3％で最も高く、次いで「地域での日常の

見守り体制を充実する」が38.9％となっています。 

 

 

43.5%

38.3%

31.7%

26.1%

24.1%

23.3%

16.7%

13.3%

1.3%

3.0%

5.4%

0.0 30.0 60.0

一人暮らしの高齢者が安心して生活できる

ような支援が不十分なこと

悪徳商法や詐欺による高齢者の被害が多いこと

高齢者に対して暴言・暴力を振るうこと

高齢者をじゃま者扱いし、意見や

行動が尊重されないこと

病院、介護施設などでの対応、待遇が不十分なこと

働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと

家族が世話をすることを避けること

高齢者が暮らしやすいまちづくりや

住宅づくりが進んでいないこと

その他

特にない

わからない

n=460

43.3%

38.9%

25.7%

21.5%

20.2%

20.0%

13.3%

12.6%

12.0%

7.8%

7.4%

5.2%

1.3%

2.2%

5.0%

0.0 30.0 60.0

高齢者が自立して生活しやすい環境を整備する

地域での日常の見守り体制を充実する

病院や介護施設で高齢者に対する

十分な対応と虐待防止を徹底する

高齢者の人権侵害に対する

相談・支援体制を充実する

高齢者と他の世代との交流を進める

高齢者に配慮した防犯、防災対策を強化する

就職の機会を確保する

公共的な施設のバリアフリー化を進める

高齢者の人権に関する学校教育、

社会教育、家庭教育を充実する

犯罪の取り締まりを強化する

高齢者に対する人権侵害への救済策を充実する

高齢者の人権を守るための

広報・啓発活動を推進する

その他

特にない

わからない

n=460



５ 障がい者の人権について 

■人権が尊重されていないと感じる行為 

「障がいのある人に対する人々の理解が不十分なこと」が55.9％で最も高く、次いで「働ける場所

や機会が少なく、あっても不利益な場合が多いこと」が43.9％となっています。 

 

 

■人権を守るために必要なこと 

「障がいのある人のための相談・支援体制を充実する」が41.3％で最も高く、次いで「就職の機会

を確保する」が33.5％となっています。 

 

 

55.9%

43.9%

34.8%

26.1%

19.1%

15.7%

8.7%

6.7%

4.6%

1.1%

4.6%

6.3%

0.0 30.0 60.0

障がいのある人に対する人々の理解が不十分なこと

働ける場所や機会が少なく、あっても

不利益な場合が多いこと

障がいのある人を、じろじろ見たり、

避けたりすること

障がいのある人が暮らしやすい

まちづくりが進んでいないこと

障がいのある人の意見や行動が尊重されないこと

障がいのある人に、生活に必要な

情報が十分伝わらないこと

アパートなどの賃貸住宅への入居が困難であること

学校の受け入れ態勢が十分でないこと

地域活動などへ気軽に参加できないこと

その他

特にない

わからない

n=460

41.3%

33.5%

32.4%

24.3%

23.5%

20.2%

16.7%

13.9%

13.0%

0.2%

2.6%

6.3%

0.0 30.0 60.0

障がいのある人のための相談・

支援体制を充実する

就職の機会を確保する

福祉施設を充実する

障がいのある人とない人の交流を促進する

公共的な施設のバリアフリー化を進める

障がいのある人も一緒に

学習できる教育環境を整備する

障がいのある人に対する

人権侵害への救済策を充実する

障がいのある人に配慮した防犯、

防災対策を強化する

障がいのある人の人権を守るための

広報・啓発活動を推進する

その他

特にない

わからない

n=460



６ 同和問題について 

■同和地区・同和問題を知っていますか。 ■いつ知りましたか。 

「知っている」と「知らない」は、ほぼ      「19歳以降」が35.3％で最も高く、 

同じ割合になっています。 

 

 

 

 

■何によって知りましたか。 

 「学校の授業」が31.9％で最も高く、次いで「テレビ・ラジオ・新聞・本など」が31.5％となっ

ています。 

 

 

 

小学校に入る前

0.0%

小学生の頃

15.1%

中学生の頃

22.0%

高校生の頃

12.5%

19歳以降

35.3%

はっきりおぼえて

いない

14.2%

無回答

0.9%
n=232

31.9%

31.5%

6.5%

4.3%

4.3%

3.4%

2.6%

1.7%

0.9%

0.9%

0.4%

6.0%

3.4%

0.0 20.0 40.0

学校の授業

テレビ・ラジオ・新聞・本など

職場の人

父母

同和問題の集会や研修会

学校の友達や先輩・後輩

父母以外の家族

インターネット

親せきの人

県や市町村の広報誌

近所の人

はっきりおぼえていない

その他

n=232

 

次いで「中学生の頃」が 22.0％となってい

ます。 

 

知っている

50.4%

知らない

47.6%

無回答

2.0%

n=460



 

■人権が尊重されていないと感じる行為 

「就職の際や職場において不利な扱いをすること」が45.4％で最も高く、次いで「地域社会で不利

な扱いをすること」が42.2％となっています。 

 
 

■親しい人が同和地区出身者の場合、    

どうしますか。               

「これまでと同じように付き合う」が 

78.5％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

■仮に自分の子が、同和地区の人と 

結婚しようとした時、どうしますか。 
「子どもの意思を尊重」が59.7％で 

最も高くなっている。 

 

 

 

 

45.4%

42.2%

36.1%

33.7%

21.3%

14.6%

4.6%

1.1%

3.9%

15.0%

0.0 30.0 60.0

就職の際や職場において

不利な扱いをすること

地域社会で不利な扱いをすること

結婚問題で周囲が反対すること

差別的な発言や行動をすること

身元調査をすること

インターネットを利用して

差別的な情報を掲載すること

差別的な落書きをすること

その他

特にない

わからない

n=460

 

子どもの意思

を尊重
59.7%

反対だがやむを

得ず認める

18.1%

家族・親せきの反対が

あれば認めない

1.6%

絶対に認めない

1.0%

その他

1.0%

わからない

18.6%

無回答

0.0%
n=387

 

これまでと同じように

付き合う

78.5%

表面的には付き合う

が、できるだけ避ける

4.3%

付き合いはやめる

0.0%

その他

0.9%

わからない

14.1%

無回答

2.2%

n=460



■あなたが、同和地区の人と 

結婚しようとした時、どうしますか。 
「家族を説得する」が35.0％で最も高く、 

次いで「結婚する」が32.2％となっています。 

 

 

 

 

■同和問題解決のために必要なこと 

「人権教育、同和教育の推進」が44.3％で最も高く、次いで「村民が正しい理解と認識を深める」

が43.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.3%

43.3%

26.1%

18.3%

18.3%

13.0%

9.8%

7.2%

2.0%

16.5%

0.0 30.0 60.0

人権教育、同和教育の推進

村民が正しい理解と認識を深める

同和問題にかかわる相談の充実

人権救済策の充実

差別事件の関係者に正しい認識と理解を深める

自由な意見交換ができる環境をつくる

人権啓発の実施

そっとしておく

その他

わからない

n=460

 

結婚する

32.2%

家族を説得する

35.0%

家族・親せきの反対が

あれば結婚しない

3.5%

絶対に結婚しない

0.7%

その他

0.7%

わからない

28.0%

無回答

0.0%
n=143



７ 外国人の人権について 

■人権が尊重されていないと感じる行為 

「ふれあいや理解を深める機会が少ない」が34.8％で最も高く、次いで「外国語対応施設が少ない」

が29.6％となっています。 

 
 

 

■人権を守るために必要なこと 

「日本人との相互理解と交流を進める」が41.1％で最も高く、次いで「相談の場を増やす」が38.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.8%

29.6%

26.1%

14.3%

13.9%

11.5%

9.8%

7.0%

5.4%

0.9%

6.3%

22.8%

0.0 30.0 60.0

ふれあいや理解を深める機会が少ない

外国語対応施設が少ない

暮らしやすいまちづくりが図られていない

生活に必要な情報や説明が不十分

働ける場所や能力を発揮する機会が少ない

差別的発言や行動

外国籍住民等をじろじろみたり、避ける

賃貸住宅への入居が困難

外国籍住民の意見や行動を尊重しない

その他

特にない

わからない

n=460

41.1%

38.7%

26.5%

22.6%

19.6%

12.6%

1.1%

3.9%

18.7%

0.0 30.0 60.0

日本人との相互理解と交流を進める

相談の場を増やす

情報提供の充実

日本語教室の拡充

福祉・医療等の制度の充実

人権を守るための広報・啓発活動の推進

その他

特にない

わからない

n=460



８ 感染症患者等の人権について 

■人権が尊重されていないと感じる行為 

「感染症についての正しい理解がされていない」が64.3％で最も高く、次いで「差別的発言や行動」

が34.8％となっています。 

 

 

 

■人権を守るために必要なこと 

「正確な情報の提供と偏見・差別解消」が58.5％で最も高く、次いで「感染症に対する正しい理解

や認識を深める教育」が56.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.3%

34.8%

22.6%

18.5%

15.0%

14.1%

0.7%

3.3%

14.8%

0.0 30.0 60.0 90.0

感染症についての正しい理解がされていない

差別的発言や行動

就職時や職場で不当な扱いを受ける

治療や入院・入所の拒否

入学時や学校で不当な扱いを受ける

結婚を断られたり反対される

その他

特にない

わからない

n=460

58.5%

56.1%

40.7%

24.8%

18.5%

0.2%

2.4%

10.9%

0.0 30.0 60.0 90.0

正確な情報の提供と偏見・差別解消

感染症に対する正しい理解や認識を深める教育

プライバシーの保護

経済的支援

適切なカウンセリング

その他

特にない

わからない

n=460



９ 新潟水俣病患者等の人権について 

■人権が尊重されていないと感じる行為 

「偏見をもつ」が49.3％で最も高く、次いで「十分に救済されない」が49.1％となっています。 

 

 

 

■人権を守るために必要なこと 

 「教育や啓発広報活動の推進」が48.5％で最も高く、次いで「気軽に相談できる体制の整備」が

39.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

49.3%

49.1%

25.7%

16.5%

11.1%

0.4%

3.3%

21.1%

0.0 30.0 60.0

偏見をもつ

十分に救済されない

差別的発言や行動

就職時や職場で不当な扱いを受ける

結婚を断られたり反対される

その他

特にない

わからない

n=460

48.5%

39.6%

34.8%

28.0%

13.3%

8.5%

1.7%

0.0%

2.4%

15.4%

0.0 30.0 60.0

教育や啓発広報活動の推進

気軽に相談できる体制の整備

経済的支援

プライバシーの保護

就職機会の確保

交流の場を設ける

慰霊碑・慰霊祭を公的に行う

その他

特にない

わからない

n=460



１０ インターネット上での人権侵害について 

■人権が尊重されていないと感じる行為 

「人権を侵害する情報を掲載する」が64.8％で最も高く、次いで「いじめにつながる情報が掲載さ

れている」が40.4％となっています。 

 

 

■人権を守るために必要なこと 

 「違法な情報発信者に対する監視、取り締まりの強化」が56.3％で最も高く、次いで「被害者の相

談・救済体制を充実」が40.7％となっています。 

 

 

 

 

64.8%

40.4%

37.4%

35.9%

33.9%

22.6%

19.8%

19.3%

16.5%

0.4%

1.5%

10.7%

0.0 30.0 60.0 90.0

人権を侵害する情報を掲載する

いじめにつながる情報が掲載されている

無断でプライベートな情報を公開する

個人情報流失や不正取引の問題が発生している

犯罪を誘発する場になっている

利用者の倫理観が低下しやすい

有害な情報の掲載

インターネット取引での被害

被害者が救済されにくい

その他

特にない

わからない

n=460

56.3%

40.7%

40.0%

34.6%

31.7%

28.7%

24.1%

0.7%

0.9%

13.5%

0.0 30.0 60.0

違法な情報発信者に対する監視、取り締まりの強化

被害者の相談・救済体制を充実

プロバイダーに対し、情報停止、削除を求める法の整備

インターネット利用の規制、罰則強化

個人の責任や情報モラルについての教育の充実

定期的に情報の監視・パトロールする組織の立ち上げ

プロバイダーに対し、教育・啓発活動の推進

その他

特にない

わからない

n=460



１１ 人権を守る活動について 

■身元調査についての考え 

 「よくないことだと思うが、ある程度は仕方がない」が54.6％で最も高く、次いで「差別につなが

る恐れがあるのですべきでない」が23.3％となっています。 

 

 

 

 

 
■弥彦村で必要とされる取組 

「学校での人権教育、同和教育の充実」が40.7％で最も高く、次いで「相談機関や施設の充実」が

22.0％となっています。 

 

身元調査は当然

7.4%

ある程度は

仕方がない

54.6%

すべきでない

23.3%

その他

0.4%

わからない

12.0%

無回答

2.4%

n=460

40.7%

22.0%

21.7%

19.1%

17.6%

15.2%

13.5%

12.2%

11.5%

8.5%

8.5%

8.0%

4.1%

0.2%

5.9%

11.3%

0.0 30.0 60.0

学校での人権教育、同和教育の充実

相談機関や施設の充実

人権意識を高めるための啓発の充実

地域での人権教育、同和教育の充実

公的機関の従事者の人権意識の向上

救済策の強化

総合窓口を設ける

ユニバーサルデザインに配慮した社会環境づく…

女性や障がい者の委員を増やす

企業における人権意識の向上

差別、人権侵害の禁止について更に周知

人権擁護委員の活動の充実

ＮＰＯ法人、村民団体、行政の連携や協働

その他

特にない

わからない

n=460

※ ここでの身元調査とは、本人の意に反して行われる他人の身元（本籍、経歴、家庭環境、

思想・信条、資産など）を調べることです。従業員の採用、結婚、金銭消費貸借などの

際に行われることが多く、興信所
こうしんじょ

（探偵）など民間の機関に調査を依頼して行うことも

あります。 
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